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『新緑の映える季節となりました！』『新緑の映える季節となりました！』
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こ
の
度
、
芦
川
巖
様
（
本
町
地

区
）
か
ら
金
一
封
を
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
「
新
庁
舎
の
整
備
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
、
村
長
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。（

総
務
企
画
課
　
辻
）
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ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

　
令
和
３
年
第
１
回
区
長
会
を
５
月

31
日
（
月
）
に
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
役
場
か
ら
令
和
３
年
度
一
般
会
計

予
算
概
要
や
主
要
事
業
に
つ
い
て
各

課
か
ら
説
明
し
、
今
後
一
年
間
の
村

の
行
事
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
度
の
代
表
副
代
表
は

次
の
方
に
決
ま
り
ま
し
た
。

区
長
代
表

　
　
　
黒
田
　
眞
路
（
滝
の
尻
）

副
代
表

　
　
　
八
藤
　
睦
子
（
西
　
町
）

　
な
お
、
地
区
活
性
化
懇
談
会
に
つ

い
て
は
通
年
で
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
開
催
希
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
申
し
込
み
下
さ
い
。

（
総
務
企
画
課
　
辻
）

区
長
会
開
催

【
総
務
企
画
課
】

事
務
員

　香
山

　陽
子

　
６
月
か
ら
、
総
務
企
画
課
に
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
、
香
山
陽
子
と
申
し
ま
す
。
岡
山

市
内
よ
り
引
っ
越
し
て
き
て
、
今
年

で
４
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
一
日
も
早
く
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
努
力
し
ま
す
の
で
、
ご

指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
任
の
あ
い
さ
つ

新
任
の
あ
い
さ
つ

工事等入札結果

村有林備中谷搬出間伐業務令和3年5月18日 有限会社　寿園 令和３年11月30日29,050千円（31,955千円）

業　　者　　名 落札価格（契約金額)事　　業　　名入 札 日 工 期



　
５
月
30
日
（
日
）
毛
無
山
山
頂
神

事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
毛
無
山
山
ま
つ
り
や
護
摩
法
要

は
昨
年
同
様
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

夏
山
の
安
全
祈
願
や
感
染
症
の
早
期

終
息
を
祈
願
す
る
た
め
、
山
頂
神
事

の
み
執
り
行
い
ま
し
た
。
丸
山
大
師

講
の
信
者
の
方
々
に
よ
っ
て
山
頂
の

ほ
こ
ら
に
お
供
え
を
し
た
後
、
山
頂

神
事
の
祝
詞
の
中
で
、
夏
山
と
新
庄

村
の
息
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。
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新
し
い
生
活
様
式
の
定
着
な
ど
に

よ
り
、
全
て
の
人
々
が
不
安
な
く
安

全
に
登
山
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
、
切
に
願
い
ま
す
。

（
産
業
建
設
課
　
小
畑
）

　
５
月
24
日
（
月
）
新
庄
村
創
生
セ

ン
タ
ー
会
議
室
に
お
い
て
「
新
庄
村

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
総
会
」

が
開
催
さ
れ
前
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
、
監
査
報
告
な
ど
が
慎
重

に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
よ
り
新
庄
村
に
お
い
て
儲
か

る
農
業
を
実
現
す
る
た
め
農
業
活
性

化
委
員
会
の
提
言
に
基
づ
き
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を
進
め
て

お
り
、
昨
年
設
立
さ
れ
た
一
般
社
団

法
人
新
庄
村
農
業
公
社
に
業
務
を
引

き
継
ぐ
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
に
お
い
て
も
有
機
栽
培
講
習

会
を
始
め
講
演
会
・
研
修
会
な
ど
農

業
公
社
に
て
実
施
す
る
計
画
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
参
加
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
産
業
建
設
課
　
竹
本
）

　
５
月
25
日
（
火
）
新
庄
村
農
業
公

社
事
務
所
に
お
い
て
「
令
和
３
年
度

総
会
」
及
び
「
理
事
会
」
が
開
催
さ

れ
前
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、

監
査
報
告
、
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

等
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
よ
り
村
内
約
６
ha
の
農
地

で
ヒ
メ
ノ
モ
チ
を
中
心
と
し
た
水
稲

作
付
を
実
施
し
て
お
り
、
４
月
か
ら

の
耕
起
作
業
や
田
植
え
等
の
作
業
状

況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
野
厚
吉
氏
に
代
わ
り
新
た

に
石
藤
延
史
氏
が
副
理
事
長
に
就
任

さ
れ
、「
地
域
に
愛
さ
れ
る
農
業
公
社

と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
農
業
公
社
の
取
組
み
に

つ
い
て
ご
理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
産
業
建
設
課
　
竹
本
）

毛
無
山
山
頂
神
事

新
庄
村
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
総
会

一
般
社
団
法
人
新
庄
村
農
業
公
社

総
会
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ふる里づくり基金事業について、令和２年度の状況をお知らせします

　令和２年度寄付総額は次のとおりです。

　本基金を次の事業に役立てています。

　これまでの事業実施により、令和２年度末で基金残高は、3,615,358円となっています。

事業分野
件数 金額

令和２年度

①教育振興と子育て環境の整備に関する事業

②ブナの森並びに稀少な動植物の保護事業

③福祉の村づくりに関する事業

④新庄宿並びにがいせん桜の景観の保存と保護に関する事業

⑤環境保全型農業の推進、特産品の開発に関する事業

　その他指定なし

合計

6,563,000円

2,908,000円

744,000円

664,000円

724,000円

5,677,000円

17,280,000円

246件

110件

34件

30件

33件

208件

661件

事業分野

①教育振興と子育て環境の整備に関
　する事業

③福祉の村づくりに関する事業

②ブナの森並びに稀少な動植物の保
　護事業

社会福祉協議会補助金、村内巡回
バス運行

出雲街道及びがいせん桜景観保存

農業担い手育成事業、有機農業技
術の普及活動

大山隠岐国立公園の管理経費、水
生生物の保護

新庄っ子人材育成事業（キュリオ
スクール）、小中一貫校教育整備

④新庄宿並びにがいせん桜の景観の
　保存と保護に関する事業

令和２年度　事業内容

⑤環境保全型農業の推進、特産品の
　開発に関する事業

令和２年度
取崩額

28,651,000円

8,822,000円

20,755,000円

27,901,000円

12,571,000円

合計 98,700,000円



　
岡
山
県
で
は
５
月
17
日
よ
り
高
齢

者
の
方
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

り
ま
し
た
。
新
庄
村
で
は
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
接
種
と
、
内

科
診
療
所
で
の
個
別
接
種
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
個
別
接
種
は
、
接
種
施

設
で
あ
れ
ば
、
県
内
の
ど
の
医
療
機

関
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
方
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
症
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を
予
防
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
方
か

ら
他
人
へ
の
感
染
を
ど
の
程
度
予
防

で
き
る
か
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
接
種
を
受
け
た
後
も
、
引
き
続

き
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
・
手
指

の
消
毒
、
３
密
を
避
け
る
な
ど
の
感

染
予
防
対
策
を
継
続
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
ま
だ
接
種
さ
れ
て
い

な
い
方
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

は
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
65
歳
以
下
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
個
別
に
案
内

を
送
付
い
た
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
有
吉
）

　
７
月
21
日
（
水
）
11
時
〜
12
時
30

分
の
時
間
に
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
献
血
バ
ス
が
や
っ
て
来
ま
す
。
今

回
は「
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
」

の
み
で
の
お
願
い
と
な
り
ま
す
。

〈
基
準
〉
男
性
17
歳
・
女
性
18
歳
以

上
（
共
に
体
重
50
キ
ロ
以
上
）
の
方

〈
献
血
年
齢
〉
69
歳
ま
で
（
た
だ
し
、

65
歳
〜
69
歳
の
方
に
つ
い
て
は
、
60

歳
に
達
し
た
日
か
ら
65
歳
に
達
し
た

日
の
前
日
ま
で
の
間
に
採
血
が
行
わ

れ
た
方
に
限
る
）

〈
服
薬
を
さ
れ
て
い
る
方
〉
医
師
が

お
薬
の
名
前
を
お
伺
い
し
ま
す
。
名

前
が
分
か
る
も
の
を
ご
指
示
く
だ
さ

い
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
血
液
確
保
の
不
安
定
な
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
安
定
的
な
血
液
確

保
の
た
め
、
お
一
人
で
も
多
く
の
方

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
谷
川
）

　
児
童
手
当
受
給
の
た
め
に
は
、
６

月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
対
象
児
童
が

い
る
ご
家
庭
に
は
、
現
況
届
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
支
給
対
象
】

中
学
卒
業
ま
で
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方

【
支
給
額
】

・
３
歳
未
満
　
　
１
万
５
千
円

・
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　
　
　
　
　
　
　
１
万
円

　※

第
３
子
以
降
は

　
　
　
　
　
　
　
１
万
５
千
円

・
中
学
生
　
　
　
１
万
円

【
支
給
時
期
】

毎
年
６
月
、
10
月
、
２
月

◎
認
定
請
求
に
つ
い
て

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
、
転
入
し

た
と
き
は
、
新
庄
村
役
場
に
「
認

定
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
の
翌
月
分
か
ら
児
童
手

当
を
支
給
し
ま
す
。

※

公
務
員
の
場
合
は
、
勤
務
先
に

　
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
物
】

認
定
請
求
書
（
役
場
に
あ
り
）

健
康
保
険
証
の
写
し

課
税
証
明
書

銀
行
口
座
の
わ
か
る
も
の

（
住
民
福
祉
課
　
小
畑
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

児
童
手
当
の
ご
案
内

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

り
ま
し
た
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月平均額が

円→ 円
月平均額が

円→ 円
月平均額が

870円 → 1,160円
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５
月
26
日（
水
）、

公
民
館
で
新
庄
村

総
合
教
育
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

村
長
と
教
育
委
員

会
が
教
育
施
策
に

つ
い
て
協
議
・
調

整
を
行
う
も
の
で

今
年
度
１
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
学
校
の
経
営
計
画
や
小
中
一

貫
教
育
校
の
運
営
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

す
た
め
、
小
中
学
校
長
が
出
席
し
説
明
し

ま
し
た
。

　
始
め
に
小
倉
村
長
か
ら
、
「
新
庄
村
の

教
育
を
今
後
よ
り
前
進
さ
せ
る
た
め
に
ど

う
し
た
ら
い
い
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

ご
指
導
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　
学
校
経
営
計
画
に
つ
い
て
説
明
後
、
新

家
中
学
校
長
は
、
「
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
の

影
響
を
う
け
な
が
ら
で
あ
る
が
、
教
育
を

止
め
る
こ
と
な
く
で
き
る
こ
と
を
考
え
な

が
ら
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
」
、
原
田

小
学
校
長
は
「
３
年
目
の
学
校
運
営
協
議

会
は
熟
議
を
中
心
に
学
校
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
、家
庭
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」

と
取
り
組
み
へ
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　
次
の
小
中
一
貫
教
育
の
運
営
に
つ
い
て
、

両
校
長
か
ら
、
「
小
中
一
貫
校
に
な
っ
た

が
職
員
室
が
離
れ
て
い
た
こ
と
で
共
通
理

解
を
す
る
時
間
に
少
し
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ

っ
た
。
職
員
室
が
一
つ
に
な
っ
て
本
当
に

小
中
教
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
一
番
は
小
中

一
貫
教
育
の
良
さ
、
子
ど
も
達
の
成
長
を

地
域
に
伝
え
る
こ
と
」、「
こ
れ
か
ら
の
課

題
も
見
え
て
き
た
た
め
、
一
年
か
け
て
解

決
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
な
ど
、
感
想

や
今
後
の
一
貫
教
育
の
充
実
に
向
け
た
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

（
教
育
委
員
会
　
高
岡
）

　
村
に
ふ
さ
わ
し
い
今
後
の
新
庄
村
公
民

館
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
、
村
で
は

今
年
度
に
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
今

後
の
公
民
館
や
図
書
館
の
あ
る
べ
き
方
向

性
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
第
１
回
目
の
検
討
委
員
会
を

５
月
26
日
（
水
）、
公
民
館
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
検
討
委
員
会
は
、
学
校
長
や
関
係
団
体

の
代
表
者
な
ど
10
名
で
構
成
し
て
お
り
、

こ
の
日
は
委
嘱
状
を
交
付
し
た
後
、
岡
山

大
学
大
学
院
の
熊
谷
愼
之
輔
教
授
か
ら
、

「
こ
れ
ま
で
の
公

民
館
は
、
個
人
の

要
望
に
基
づ
い
た

趣
味
や
教
養
の
向

上
に
か
か
わ
る
学

習
機
会
の
提
供
が

多
数
を
占
め
て
い

た
が
、
今
後
は
社

会
の
要
請
に
対
応

し
た
講
座
の
開
設
・
運
営
が
必
要
」、「
大

人
と
子
ど
も
お
互
い
の
成
長
の
た
め
に
、

公
民
館
を
組
み
込
ん
だ
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
連
携
・
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
が

重
要
」
な
ど
、
今
後
公
民
館
の
進
む
べ
き

方
向
性
に
つ
い
て
講
義
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
続
い
て
会
長
・
副
会
長
の
選
出
を
行
い
、

事
務
局
か
ら
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
説

明
し
ま
し
た
。
次
回
は
６
月
29
日
（
火
）

に
検
討
委
員
会
へ
の
諮
問
や
公
民
館
の
利

用
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
協
議
を
行

う
予
定
で
す
。

　
検
討
委
員
会
は
、
今
回
を
含
め
年
内
に

７
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
　
高
岡
）

　
県
立
高
等
学
校
教
育
体
制
の
整
備
に
よ

り
、
真
庭
地
域
の
県
立
高
校
（
勝
山
高

校
・
真
庭
高
校
）
が
来
年
度
（
令
和
４
年

度
）
入
学
者
選
抜
か
ら
学
科
編
成
等
が
次

の
よ
う
に
改
編
さ
れ
ま
す
。

◎
勝
山
高
校

（
１
）
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
生
徒
募
集
を
停
止

　
　
　
し
、
普
通
科
（
４
学
級
）
単
科
校

　
　
　
と
し
ま
す
。

（
２
）
個
々
の
生
徒
の
学
力
・
進
路
希
望

　
　
　
に
応
じ
た
柔
軟
な
教
育
課
程
を
編

　
　
　
成
す
る
た
め
に
、
単
位
制
課
程
に

　
　
　
改
編
し
ま
す
。

（
３
）
ビ
ジ
ネ
ス
科
は
令
和
３
年
度
入
学

　
　
　
生
が
卒
業
す
る
令
和
６
年
３
月
ま

　
　
　
で
あ
り
ま
す
。

（
４
）
蒜
山
校
地
（
１
学
級
）
は
、
こ
れ

　
　
　
ま
で
ど
お
り
募
集
し
ま
す
。

◎
真
庭
高
校

（
１
）
普
通
科
の
生
徒
募
集
を
停
止
し
、

　
　
　
経
営
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
１
学
級
）
を

　
　
　
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
生
物
生
産

　
　
　
科
及
び
食
品
科
学
科
の
生
徒
募
集

　
　
　
を
停
止
し
、
食
農
生
産
科
（
１
学

　
　
　
級
）
を
設
置
し
ま
す
。

（
２
）
食
農
生
産
科
に
は
、
２
年
次
よ
り

　
　
　
生
産
加
工
類
型
と
草
花
環
境
類
型

　
　
　
を
開
設
し
、
興
味
関
心
に
応
じ
た

　
　
　
学
習
を
行
い
ま
す
。

（
３
）
看
護
科
及
び
専
攻
科
で
は
、
引
き

　
　
　
続
き
５
年
一
貫
の
看
護
教
育
を
図

　
　
　
り
ま
す
。

（
４
）
令
和
６
年
度
か
ら
、
複
数
校
地
を

　
　
　
解
消
し
、
落
合
校
地
を
活
用
し
ま

　
　
　
す
。

　
　
　
（
令
和
４
年
度
以
降
に
入
学
す
る

　
　
　
経
営
ビ
ジ
ネ
ス
科
及
び
食
農
生
産

　
　
　
科
の
生
徒
は
、
落
合
校
地
を
活
用

　
　
　
し
ま
す
。
生
物
生
産
科
、
食
品
科

　
　
　
学
科
は
令
和
３
年
度
入
学
生
が
卒

　
　
　
業
す
る
令
和
６
年
３
月
ま
で
久
世

　
　
　
校
地
を
活
用
し
ま
す
）

（
教
育
委
員
会
）

新
庄
村
総
合
教
育
会
議
開
催

真
庭
地
域
の
県
立
高
校
の
学
科

編
成
等
の
改
編
に
つ
い
て

新
庄
村
公
民
館
あ
り
方
検
討
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催



６
月
の
納
税

村
県
民
税
　
　
（
１
期
）

国
保
税
　
　
　
（
１
期
）

介
護
保
険
料
　
（
１
期
）

納
期
限
　
６
月
30
日
（
月
）
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区 分
村　内

４月期
件 数
死 者

軽 傷
重 傷

0
0
0

0件
0人
0人

4
0
2

13件
0人

0 0人 5 13人
5人

本年の累計 ４月期 本年の累計
真庭市内

事

故

４月期の交通事故発生状況

（総務企画課　岩佐）

場
　所

　
真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　
津
山
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
0
8
6
8
‐
3
1
‐
2
3
6
0

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し
た
ら

　
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番
を
押
し
て

　
下
さ
い
。

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
前
日

　
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、
本
人

　
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保
険
証
な

　
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

　
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る
こ
と
も
あ

　
り
ま
す
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お

　
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
髙
橋
）

　
７
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

日
　時

　
７
月
８
日(

木)

　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

年
　金
　相
　談

令和３年６月18日発行（8）

お

ら
知

せ

《
戸
籍
の
動
き
》

令
和
３
年
５
月
受
付
分

死
亡
届
　
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
令
和
３
年
５
月
12
日

　
岩
佐
　
忠
義
（
92
歳
）

＊
令
和
３
年
５
月
14
日

　
大
﨑
　
文
夫
（
64
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望
に

つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
高
橋
）

　
梅
雨
入
り
が
例
年
よ
り
早
い
で
す
が

皆
さ
ん
お
元
気
で
し
ょ
う
か
？

※

食
育
月
間

　
６
月
は
食
育
月
間
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
食
育
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
保
育
園
で
は
食
育
と
い

う
時
間
を
設
け
て
園
児
達
に
食
材
の
お

話
や
、
マ
ナ
ー
等
の
お
話
を
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
５
月
に
は
郷
土
料
理
研
究
会

の
会
長
を
お
招
き
し
て
郷
土
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。
地
元
で
摂
れ
た
山

菜
を
使
っ
て
下
処
理
の
や
り
方
を
教
え

て
も
ら
っ
て
天
ぷ
ら
を
作
り
ま
し
た
。

天
ぷ
ら
の
他
に
、
た
け
の
こ
ご
飯
、
い

ち
ご
大
福
、
わ
ら
び
の
酢
の
物
等
季
節

の
旬
な
食
材
を
使
っ
て
調
理
し
ま
し
た
。

伝
統
の
味
や
故
郷
の
食
材
な
ど
親
か
ら

子
、
そ
し
て
孫
へ
と
バ
ト
ン
の
よ
う
に

繋
い
で
い
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
次
回
は
７
月
の
開
催
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※

歯
と
口
の
健
康
週
間

　
ま
た
、
６
月
は
歯
と
口
の
健
康
週
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
供
か
ら
高
齢
者
に
至
る
幅
広
い
健

康
づ
く
り
に
向
け
、
歯
と
口
の
健
康
週

間
に
合
わ
せ
て
、
３
歳
児
の
む
し
歯
有

病
率
を
20
％
以
下
に
す
る
３
２
０
運
動
、

学
齢
期
の
歯
科
保
健
対
策
と
し
て
１
２

歳
児
の
１
人
平
均
む
し
歯
本
数
を
１
本

以
下
に
す
る
１
２
０
１
運
動
、
食
べ
る

楽
し
み
を
い
つ
ま
で
も
保
ち
活
動
的
な

80
歳
を
目
指
す
８
０
２
０
運
動
が
あ
り

ま
す
が
、
ど
れ
も
歯
と
口
は
国
民
が
健

康
に
生
き
て
い
く
力
を
支
え
る
も
の
で

あ
り
、
生
涯
を
通
じ
て
健
康
の
保
持
増

進
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
、
歯
の
寿
命
を
延
ば
し

ま
し
ょ
う
。

  

歯
と
口
の
健
康
週
間
標
語

　一
生
を 

共
に
歩
む 

自
分
の
歯

（
住
民
福
祉
課
　
山
口
）

（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）大

月

　幸
子

金
盛

　啓
子

三
鴨

　浩
子

田
中

　艸
林

今
月
の
俳
句

透
き
と
ほ
る
若
葉
の
雫
日
の
光

柏
も
ち
半
分
に
す
る
人
の
い
て

薫
風
や
か
ら
だ
全
部
で
深
呼
吸

伸
ば
す
手
に
引
か
れ
て
頂
上
わ
ら
び
採
り

　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
一
緒
に
俳
句
を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
）

お
元
気
で
す
か
？
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と
　
　き
　
７
月
１
日
〜
９
月
30
日

場
　
　所
　
新
庄
村
歯
科
診
療
所

検
査
内
容
　
歯
科
検
診

費
　
　用
　
無
料

【
お
願
い
】

①
　
新
庄
村
に
住
民
票
の
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

②
　
受
診
の
際
、保
険
証
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

③
　
必
ず
予
約
し
て
か
ら
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
新
庄
村
歯
科
診
療
所

　
０
８
６
７-

５
６-

３
０
５
６

（
歯
科
診
療
所
　
金
盛
）

　
歯
周
病
は
妊
婦
の
早
産
や
糖
尿
病
な
ど

と
関
連
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
庄
村
で
は
歯
周
病
健
診
と
し
て
妊
婦

＆
パ
ー
ト
ナ
ー
健
診
（
妊
婦
と
そ
の
パ
ー

ト
ナ
ー
の
歯
周
病
健
診
）
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
今
年
度
か
ら
歯
科
節
目
健
診
を

行
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
歯
周
病
の
早
期
発
見
の
た
め
、

特
に
歯
周
病
が
進
行
し
や
す
い
と
さ
れ
る

30
才
以
上
の
方
の
う
ち
、
節
目
年
齢
で
あ

る
満
30
才
・
40
才
・
50
才
・
60
才
・
70
才

の
方
を
対
象
に
歯
周
病
の
健
診
を
行
う
も

の
で
す
。

　
歯
周
病
は
、
国
民
の
７
割
が
か
か
っ
て

い
る
病
気
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

自
覚
症
状
が
出
に
く
く
自
分
で
気
づ
き
に

く
い
病
気
で
す
。
進
行
す
る
と
歯
を
失
う

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
生
涯
を
通
じ
て
自
分
の
歯
で
食
べ
ら
れ

る
よ
う
、
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
！

（
歯
科
診
療
所
　
金
盛
）

歯
科
検
診
の
お
知
ら
せ

歯
周
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！
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夏
場
に
多
発
し
て
い
る
海
の
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
毎
年
、７
月
16
日
か
ら
７
月
31

日
ま
で
の
16
日
間
を「
海
の
事
故
ゼ
ロ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」期
間
と
し
て「
海
難
ゼ
ロへ
の

願
い
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
官
民
一
体
と
な
っ

た
海
難
防
止
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
重
点
事
項
】

　
自
分
の
命
を
自
分
で
守
る
た
め
の
３
つ

の
基
本
プ
ラ
ス

　
①
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

　
　
（
海
に
浮
く
こ
と
）

　
②
連
絡
手
段
の
確
保
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

　
　
ン
や
携
帯
電
話
を
防
水
ケ
ー
ス
に
入

　
　
れ
て
持
つ
こ
と
）

　
③
海
の
緊
急
電
話
１
１
８
番
（
救
助
要

　
　
請
を
す
る
こ
と
）＋
家
族
等
へ
帰
港・

　
　
帰
宅
予
定
時
刻
を
伝
え
る
（
捜
索
救

　
　
助
の
早
期
行
動
に
つ
な
が
る
）

　
今
年
は
、
令
和
３
年
７
月
16
日
（
金
）

〜
７
月
31
日
（
土
）
ま
で

海
難
防
止
強
調
運
動
玉
野
地
区
推
進
連
絡
会
議

お
問
合
わ
せ
先

玉
野
海
上
保
安
部
　
交
通
課

℡
：
０
８
６
３（
３
２
）３
５
８
９

※

海
難
防
止
強
調
運
動
玉
野
地
区
推
進
連

絡
会
議
と
は
、岡
山
県
東
部
地
区
に
あ
る
海

事
関
係
の
会
社
、漁
協
等
及
び
国
、県
等
の

行
政
機
関
で
構
成
さ
れ
る
岡
山
県
東
部
地

区
の
海
難
防
止
を
推
進
す
る
団
体
で
す
。

（
総
務
企
画
課
　
稲
田
）

■
募
集
訓
練
科
目
名

　
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
ク
初
級
科

　■
募
集
期
間

　
　
令
和
３
年
７
月
１
日
（
木
）
か
ら

　
　
令
和
３
年
８
月
10
日
（
火
）
ま
で

　■
試
験
日

　
　
令
和
３
年
８
月
18
日
（
水
）

　■
訓
練
場
所

　
　
津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー

　
　
（
津
山
市
山
下
９
２‐

１
）

　■
対
象

　
　
求
職
中
の
方

　■
定
員
　
15
名

　■
受
講
料

　
　
無
料（
教
材
費
な
ど
は
別
途
必
要
）

　■
訓
練
期
間

　
　
令
和
３
年
９
月
７
日
（
火
）
か
ら

　
　
令
和
３
年
12
月
６
日
（
月
）
ま
で

　■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
岡
山
県
北
部
高
等
技
術
専
門
学
校

　
　
（
津
山
市
川
崎
９
５
３
）

　
　
℡
：
０
８
６
８（
２
６
）１
１
２
５

お
申
し
込
み
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
ご
相
談
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

（
総
務
企
画
課
　
稲
田
）

「
土
地
家
屋
調
査
士
の
日
」
登
記
無
料
相

談
会
を
下
記
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
場
所

　
令
和
３
年
７
月
30
日
（
金
）

・
津
山
会
場
（
法
務
局
津
山
支
局
１
階
会

　
議
室
：
津
山
市
田
町
64
番
地
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜

　
　
午
後
３
時
30
分

・
美
作
会
場
（
美
作
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階

　
視
聴
覚
室
：
美
作
市
栄
町
35
番
地
）

　
　
午
前
10
時
00
分
〜

　
　
午
後
３
時
00
分

・
真
庭
会
場
（
久
世
エ
ス
パ
ス
ラ
ン
ド
１

　
階
学
習
室
：
真
庭
市
鍋
屋
17
番
地
１
）

　
　
午
後
１
時
00
分
〜

　
　
午
後
４
時
00
分

■
相
談
内
容

　
土
地
家
屋
調
査
士
及
び
司
法
書
士
に
よ

る
下
記
の
登
記
相
談
。土
地
分
筆
、地
目
の

変
更
、建
物
新
築
、増
築
、滅
失
等
の
表
示

登
記
。不
動
産
の
相
続
、売
買
、贈
与
、抵
当

権
、地
上
権
等
の
権
利
登
記
。（※

司
法
書

士
会
津
山
支
部
と
の
共
催
予
定
で
す
。）

※

司
法
書
士
側
の
相
談
対
応
時
間
は
、
開

催
時
間
よ
り
短
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
の
目
途

が
現
時
点
で
は
不
透
明
で
す
の
で
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
開
催
時
間
の
「
短
縮
」
、

あ
る
い
は
開
催
自
体
を
「
中
止
」
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同
様
に
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
司
法
書
士
側
の
相
談
対

応
時
間
を
「
短
縮
」
な
い
し
「
中
止
」
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

（
総
務
企
画
課
　
稲
田
）

海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

北
部
高
等
技
術
専
門
校
訓
練
生

募
集
に
つ
い
て

﹁
土
地
家
屋
調
査
士
の
日
﹂

登
記
無
料
相
談
会
に
つ
い
て
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社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
5
6‐2
0
0
1

　
５
月
24
日
に
今
年
度
第
１
回
目

の
理
事
会
を
開
催
し
、
令
和
２
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
・
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
（
理
事
・
監

事
）
及
び
評
議
員
の
推
薦
、
評
議

員
選
任
・
解
任
委
員
の
選
任
、
定

時
評
議
員
会
の
日
程
等
を
審
議
し
、

原
案
通
り
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

　
６
月
４
日
評
議
員
選
任
・
解
任

委
員
会
を
開
催
し
、
理
事
会
で
推

薦
さ
れ
た
評
議
員
の
選
任
に
つ
い

て
審
議
し
、
次
の
方
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
評
議
員
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
〃
　
　
　
川
上
　
　
正

　
　
〃
　
　
　
金
盛
　
久
展

　
　
〃
　
　
　
齋
藤
　
雅
子

　
　
〃
　
　
　
三
船
八
壽
子

　
　
〃
　
　
　
山
口
　
周
治

　
　
〃
　
　
　
香
山
　
康
永

　
　
〃
　
　
　
佐
々
木
利
夫

　
　
〃
　
　
　
米
田
　
俶
三

　
　
〃
　
　
　
池
田
　
実
篤

 

小
規
模
で
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

で
花
か
ご
を
作
り
ま
し
た
。

　
色
と
り
ど
り
の
花
を
思
い
お
も

い
に
生
け
て
、
き
れ
い
な
花
か
ご

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
花
か
ご
を
並
べ
る
と
、
鮮
や
か

な
花
畑
に
な

り
と
て
も
き

れ
い
で
し
た
。

５
月
の
活
動

10
日
　
第
二
回
女
性
部
会（
７
名
）

10
日
　
緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　
　
（
草
取
り
・
花
苗
植
え
）

　
　
　
（
有
志
５
名
）

第
２
回
女
性
部
会

　
５
月
10
日
開
催
の
女
性
部
に
お

い
て
、
左
記
の
通
り
新
役
員
が
決

定
し
ま
し
た
。

　
　
部
　
長
　
香
山
　
康
永

　
　
副
部
長
　
清
水
　
恒
子

　
　
　
〃
　
　
宍
戸
　
　
環

　
　
理
　
事
　
本
田
智
代
佳

　
　
　
〃
　
　
永
禮
　
克
子

　
　
　
〃
　
　
本
田
　
満
恵

　
　
　
〃
　
　
瀬
藤
　
富
江

　
　
　
〃
　
　
佐
々
木
昌
子

　
　
　
〃
　
　
友
楽
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

７
月
の
活
動
予
定

５
日
　
老
連
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー

　
　
　
ル
大
会
　（
予
備
日
６
日
）

９
日
　
公
民
館
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
（
予
備
日
16
日
）

29
日
　
高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
研
修
会
　
　
（
津
山
市
）

　
毎
年
、
年
二
回
行
っ
て
お
り
ま

す
寝
具
等
丸
洗
い
乾
燥
事
業
の
一

回
目
を
７
月
７
日
に
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
は
新
庄
村
に
住
所
を
有
す

る
左
記
の
方
々
で
す
。

・
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
方

・
75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
の
方

・
要
介
護
状
態
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

保
持
者
で
、
日
常
的
に
介
護
を
必

要
と
す
る
方
等
で
す
。

　
対
象
者
一
人
に
つ
き
一
回
あ
た

り
８
，
０
０
０
円
ま
で
の
助
成
が

あ
り
ま
す
。

申
込
み
締
め
切
り

　
令
和
３
年
６
月
30
日
（
水
）

　
詳
細
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま

で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
毎
月
、
誕

生
日
会
を
開
催
し
て
お
り
、
誕
生

日
の
利
用
者
様
に
は
、
写
真
付
き

の
お
祝
い
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
で
考
え
た
演
芸
や

ゲ
ー
ム
を
披
露
し
、
毎
月
違
っ
た

内
容
で
誕
生
日
会
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。「
た
く
さ
ん
の
人
に
お

祝
い
し
て
も
ら
え
て
嬉
し
い
」

「
笑
い
す
ぎ
て
涙
が
出
た
」「
自

分
の
誕
生
日
が
楽
し
み
」
な
ど
と
、

い
ろ
い
ろ
な
お
言
葉
を
頂
い
て
い

ま
す
。

　
今
は
感
染
症
対
策
の
為
、
以
前

行
っ
て
い
た
交
流
会
な
ど
の
行
事

が
中
止
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
少
し
で
も
利
用
者
様
の
笑
顔

を
増
や
し
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
感
染
症
予
防
に

努
め
な
が
ら
、
色
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
ご
寄
付
】

５
月
１
日
〜
５
月
31
日

　
新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◆
香
典
返
し

岩
佐
敦
子
　
様
　
大
﨑
英
子
　
様

◆
見
舞
い
返
し
　

横
山
政
友
　
様

　
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

社
協
だ
よ
り
理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催

寝
具
等
丸
洗
い
乾
燥
事
業

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
活
動
紹
介

花
か
ご
を
つ
く
り
ま
し
た

理
事
会
開
催

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動



再生紙を使用しています

中学校だより中学校だより中学校だより

　５月１８日（火）、全校で田植え体験をしました。
　地域ボランティアの方に苗の植え方を教えていただいた後、裸足になって田んぼに入りま
した。「わぁ、ぬるぬるする！」「足が動かん！」と大騒ぎでした。
　上級生は、去年までの体験を思い出して上手に植えていました。１・２年生も、上級生と
いっしょに田んぼに入って、植え方を教わりながら丁寧に植えました。
　田んぼを管理してくださる宍戸誠さん、田植えを教えてくださったボランティアの皆様、
ありがとうございました。
　秋の稲刈り体験や冬の餅つきも、今から楽しみです。
　５月２５日（火）には、３・４年生が坂本茂樹さんの田んぼで、アイガモの見学をさせて
いただきました。可愛らしいアイガモが米作りに役立っているお話を聞いたり、アイガモを
放す体験をしたりすることができました。
　今回の体験でも地域の皆様にお世話になりました。

（新庄小学校　熊谷）
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小学校だより小学校だより小学校だより 田植え体験・アイガモの見学田植え体験・アイガモの見学

　５月６日（木）に、「わらび採り」を運動公園周辺で行いました。環境委員会が責任をも
って企画・運営しました。生徒たちの一生懸命友達と楽しくわらびを採る姿が良かったです。
でも、もっと良かったことは落ちていたゴミを拾っていたことです。中学校に帰る途中も汚
いゴミを拾っている生徒がいました。一番感動したことは、その拾ったゴミをきれいに洗っ
て分別していたことです。本当にワンダフルな生徒たちです。
　５月１３日（木）に、小中合同で「新庄っ子クリーン大作戦」を行いました。縦割り班で
約３０分間グラウンドの草を抜き、取った草を計量して表彰を行いました。中学生がリーダ
ーシップをとって、小学生と協力して活動することができました。抜いた草を体重計に載せ
るたびに歓声が上がりました。おかげで、グラウンドが大変きれいになりました。

（新庄中学校　小川）

わらび採ったぞ！
　  ゴミ拾ったぞ！
　　   草抜いたぞ！

わらび採ったぞ！
　  ゴミ拾ったぞ！
　　   草抜いたぞ！


